
は索蕗′文値 衆 地 区 が敦磐 す る と鳳われ る )ヒ療新鹿 その ものの牡鹿 を果 し､′

私産審 Jこ列 間 去れ るカ句 (高姉 衆 ′大湊水 塊 藍 )が あろ う,そ して ノ薮 に温

い腰麻 に強 いて 株,簡易 姥 ヒい ろ-過展 を産 7r= . 内藤 工栄地番 ヒ化すどあろ
う ｡

他碍塵 地 との私儀 を舟 いえ恵が.フたので漸定 はで き患 いが ′鹿渡丸 /兼 帯

比 布 の錦宴鬼 と して ′ そ の贋 廉 を殊 勝 に敏 藤 に慶 釈 して い,a.地底 で は盆か

ろらか 1?

平種子糖業の地理学的考容

赦 桓 岩 棄

卒紫 敦夫 の〆地 の決断 二際 して 恥 かね てか ら/-疫武重 を好 し､互い
と希饗 してい た島蛙 麦取 り｣｣が ′それ も未知 の さものを求 める贋 味心 か ら.東

泉か らな るべ く髄 れf=′それゼ し､て密漁 拳骨電解別 は落 くない摩 ネ 轟 を濃度

した.泉水 み七 .南九 州-簡解貯 まか ねて′重言 亀 の子腐 泣麻 を行 っ たが .

IT-三三 三 二 i;I;-:-1i-:::I= ∴ ∴ ∴ 二 ㌻二 ･.:_i-I二 :A_三∴ 二∴
鼻水 み ,いよ いよ本藤歯な敷 地濁 盤 に出親す る後 にを る と / も ろ-度系 量 ニ

と女紫 蘇 ビ きれ ＼萄碑 鰻繁務 と′蕗斬 療狛こも索敵 シ-オ ンの覚 ま届盈覇 で あ

ったこ とか ら塾 ′ 鼠地 への出産が暴 鼠 こも ′ま た受務 に顎感 じ､あれ 飢 ､こ と

量を か ゥた 〇 二の よ封 こ′# -鹿威 が原 調塵 cb不可髄 な渡 腔鮭 にある こと
は虜初 か LL磨 鰭は して い{=も のの ,療粟約 歳為 と′そ の鍋底 にあ た ってはか

な｡0'㌶-読 乙C空 ゑ審 ウてい た こ ヒklま否 め患いっ 私 蟻 と現勉覇壷 ヒ十

鯛 軌 でいれ ､ziM桝 -k の級鷹 (=お い て広一 -蜜 の鍵 盤暦象 ゼ金

で覇王 っ くせ るtbの と藩 え る こと轟底 大 きな象 りであ ()･ ク 再/ / 0日玖乳

返 よきなが ら.よ bや く問題 客観 が芽 生えて.整r=蹄 ヒは質淋 不足 に悩まぜ る

皇えな い とい ろ覇 即 こ障 っf=のであJas このよら窓 車努か ら 亮 ノ 勲 の論文 は

適 者 の廠 轟鎗 哲#Vか濃 く.及 政 変十射 こ反歌 生せ r=/中腰寺 の癖濠 の地 底 性

愛鑑嬢 する といろ地 理 の主 日給 を巌ぬする盈ゼ に変 ちなか っ1=のは / ま = ヒ

ヒ塵 感 のカ＼き"()であ る｡

しか し′友香 /必ず しも学問縛 とは云 い艶 いのぞは あるがノ 打AjLど=t膚 が

歩廿 る直線が､っ き _ま r:′鹿路 の生濡産 額解 に藤 を渡 って 錬磨 鼻息 して知 り

慮 た ことtf /堂 か祭魂王 はあ っF=が/凄 重 患 ′よr=魂 しい習い出 としてい つ

まで 竜威 三九 る ことと愚来 れ る .

車痩封 志摩音 盤 の中東肇 に鹿 厳 し′面虜 /4W kmZ . 人 口2♂′390人 ′廃藩
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2エ kが の卵長 く′顔状 にくbLl､れ r=地底であ名 ｡塵音 盤は東 銀風 の舟巌覇 に

鹿艶 する執 状列島 の-,,どあ ')ー廉三絶 捌 く鼓岩 を基数 とした藩草段 丘勉強

が 鳥東各地 にゑ <各席 し,席 に . 中華首に あ って は′谷底平野 の磯波が叔よ

れず′鮮姓の ク戸7f比台地 上 の腫勉によ りで占め られ ′ 鹿府と は蔵 並畑庭磨

健 の遵越 した ところであるoま 7(= ′ 中鹿茸は′人 口の剣に 耕地杏薪が彦 く′

-p平埼 /､31iL-4を紫 Oが/寒路 には畑地が大鶴 卦 を占 めノ放 くに宙鹿 を碁

をナノ まf=,台嵐 の常腐 敗 ゼある 転意蔚 剰細 か ら/皇色目二,歴変動 に亮東北

の象 れた組 地底 である こ とも簾困 して一.娩承 碍な畑鹿渡常 が鼻莱厳 密の塞

盤 をな している.それは .一 つ(=は虎夫を耕地､のh ')にfi威 滅 私の盈 丸でい

る客質 か 占め′ま た慮 也 恵鼻象 新藤PLB老 ちか が える｡

しか し, このようゑ 一路底 魚及 蔭ヒ とどまっr=中産 手鼻巣 立.並 軒 痛 実

の倉 LL､曹長 か ら.薯作療泉が夢如 し.また /甘 簾 の作付葡虜 が急激 に増大

してきて し､る｡鐙束 .啓子鳥 にあ っては貰潜 生産が 300年 屯の覇療 け ら九 ･

産象 の泉谷収入源 として.かな りの重要 性 を蘇 って 皇左が ,そ の僻耳面虜 は

罪新 品8-年 の /,5一反 か ら躍麻 3i年 3.3黍 -と増加 し′鹿央 の耳鏡 ′酪腐 ′

寮慶 喜 を圭 ヒする玖塵 の償 し､腔廟 か ら′この鮭鹿 にあ クtr{′水桶 と鼻に.

凝 冷凍唖 のあが ,5甘度 へ の廉廉が 教 あ られ る ｡女£ この よら 恵 ′ 虞纏 の宮 L

L､上原 を塾たらす事のに . 庫東 の賓潜 生産力､ら′常襲の大 きい舟広膚 (胤 軌
生産へ と泰向 した こ とが あljltLLれ;5.

車庫 与ヒおいこぼ.産蕗 の急薮 な増 大 とともに ′ 多まゼ自給 と萩友 愛かb

て′名産 の腫物 を施 療 Lt きた廉廉 立/多 可亡は ′廉 々l=巌作鼻 岩鼻象 へと
巌廃 し.錐夷 の虚 血は親 族東泉嚢 から .商品化 の汲 んだ谷凝舶な凄常襲雷へ

と衷化 しつつあ る ことか らb＼が われる.

ところゼ′中啓子 の磨 君は.蒸･嶺 地の癖 紫 と比薮 して宅哨 ちかをよ うに J

有利 な自感展埠 の上 に立施 した1'のである｡そ れ 吐.砂塵 ヒい ろ物資本来 の

磨殊櫨 か ら′-鹿 に層 線 の患蘇 法則 ではわ ()生来を い草輿 と南西君島の各 務

喝超に は軒霧 をおいて者 えLL九 左目､二つの車乗か ら国家 による床薮凍原 が慮

されて(_＼るが ためであ (). この上 たた って鳩 めて中産 子 o)盛者 a)瞳勝 が餐解

されJる一

乗 終 ′ 中腰 孝 にあ っこも.盛栄 rLよ っ ⊂′鹿魂 の巌落 覇藤 を計 ろちとす,5

意見か＼め ざ､去 しく′会社 .廉碗 ノ及湯 /廃家 は宮腰 に療 oL:っき ′財 産あがて

虚 栄に藩逢 しtLlる嚢が方々ゼ泉受 tj-t;九 た｡このよ うな , 中層音感 馨 の濠

は ノ凍土 の感賞が慶泡 の方向 を蕗 っ の と財虞 飴で鹿 ,),また.日永 の盛栄 鹿

としても慶牽 意地鹿 を占める息兵 の鹿 寮が顔斜 不遜 ヒ悩 む安 藤 と比赦 しtも
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碍 らかに ′申麗 子 の鷹 賢慮-廉 も順調なの t̂tL圭煮 してい る とし＼えるで あろ う｡

東上 /甲慶 子感 覚 の鹿威 経済 に考 えf=摩 者および∴ そ の中 に占めa丸底 .

また,中腰 孝奄栄 の鮭巌 女量 っこ /このたび､の私 の愈 文 の車 虻 テ- マ ヒ したo

南 種 子 町 の 地 誌
鵜 川 淳 子

卒嚢 鎗 又 豊作 威す 8 に考た っては,大 学 に於 で澄 乙だ勉後輩 の癖礎 智 を温

して .できる嚢な らば､＼､赦獲軽 の太 資 Jy愛東摩 する痩身 に した い と/% えた O

舷壁聾は しば しば､ 〝桑 塵 に立 並ぶ､務外 資 歪?k平 に班 つたその断面 /,に例 え

られ る O テ- マに ､､地盤 L/を渡_jLだ､の .Lf.そ の薗外憂 の -肇 で あ る釆盈 奴墜

単 につ いて尊 ぶ親 身の多 か っを四年 間 を戯 & ,その裁葵 葱集廃 しノ卑嬢 麗 し/

解 凍 を蓬 える コログラ 7イ - i-しこの準 塵 に ′よ ')多 くの輝 線 を感 じたか ら

で ある｡ IL勉褒Aを着 くにあた J,て ′ぬ感給 に研摩 になる勉鹿 の毅足 は ,也

鹿 が鋼ら卦 恵方波線 愛煙 iz:した ､､熱暑 '' の地底 L-まゼ･昇壊 し亡 いな し＼勉垂_普

の湯水 では .あえt これ を研摩 ヒ しな いカ が賓喝だ と老 克 て / 馨 鳥 の贋 寺島

をフ ィ-)しド/こ温,Lf=t､o
Lか L/,水 圏/--よ クこある腰 度 ま とま ?麦地底 を鹿 歳 していJb春子 亀も.

畑 爵鮒 にt:らえる にIま,あま ')に夢凍 鹿 があ ()′そ の鮒 3舟 の /乏畠 める南

慶 子 町 が厳 軌 こ鑑 この島 を据凌 す る ところ とはならなかった Q

東 銀を ま とめる にあ たって ′牌 に/次 の衛息 に留彦 した e

/､地埋 縛賓 象哀感 ぬする留 建国 麦.入閣 の鑑藤 生唇 から叔 た虚底 判断 をtb

って尺度 とす る. (即 ′ この他魂 で あれ ば､寮廉 が主審盈斉 であるb ら .卓

然摩塵 で いえば､,療寮 を大 き く史 艶する盈虜 ,地形 /絶好武一とく(-L輩要 ヒ

走る｡ )

2 .敵城 の佐藤 左.その儀 する カテゴ リ-の車七､番盈乱 して斉,# す るっ LBF,

この地底 で笹 ,兵 として他 の日永 の鹿 島の 中 に占 める底 登 を喝 らかにするJ

3.地虜 の量っ間摩 息 を明 らか にする. (遺棄 をあ ,)a'ま 厨ゝ 鬼灯象 とする

地理 の藤 倉 .鬼底 の間声 点 に ､がlっかる のlま,忠,*齢 JIE療 釆 であ るが .人類痛

itL二者赦す＼る とい う斜 尊太末 の厳 命 に盈 瓦 Lr番 え でも ′二九が番 線 軌 こ

な され なIナれ ば な L;な し､と.考 える ｡ )

頭上 ′ 孝和 の考 え を恵 るべ く鼻底 約に粛 寮 すべ く′金 鹿 の盛 衰 を大 きく三

っにわけで次 の席 に した｡

工.産子爵贋淀

Ⅱ 南榎茅 野 の勉褒
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